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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第21期

第３四半期連結
累計期間

第21期
第３四半期連結
会計期間

第20期

会計期間

自平成20年
７月１日
至平成21年
３月31日

自平成21年
１月１日
至平成21年
３月31日

自平成19年
７月１日
至平成20年
６月30日

売上高 (千円) 8,355,671 2,594,460 12,964,038

経常利益又は経常損失

(△)
(千円) 476,304 95,997 △443,588

四半期純利益又は当期

純損失(△)
(千円) 392,637 41,682 △1,429,422

純資産額 (千円) － 1,302,228 909,590

総資産額 (千円) － 6,161,182 6,764,566

１株当たり純資産額 (円) － 69,429.95 48,495.98

１株当たり四半期純利

益金額又は１株当たり

当期純損失金額(△)

(円) 20,933.97 2,222.33 △75,759.08

潜在株式調整後１株当

たり四半期（当期）純

利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) － 21.1 13.4

営業活動による

キャッシュ・フロー
(千円) 797,312 － 558,751

投資活動による

キャッシュ・フロー
(千円) △99,904 － 5,320

財務活動による

キャッシュ・フロー
(千円) △868,073 － △771,105

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
(千円) － 374,295 544,960

従業員数 (人) － 179 227

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２【事業の内容】

　当社グループは、株式会社ランシステム（当社）及び子会社１社により構成されており、「自遊空間事業」「桃太郎事

業」「カジュアルウェア事業」「不動産賃貸事業」を営んでおります。

　当第３四半期連結会計期間における、主な事業内容の変更は次のとおりであります。

(1）自遊空間事業

　重要な変更はありません。

(2）桃太郎事業

　重要な変更はありません。

(3）カジュアルウェア事業

　当事業は、一般顧客を対象とした店舗において、カジュアルウエア、服飾関連雑貨等の販売を行っておりました。な

お、当事業につきましては、平成20年８月末で廃止いたしました。

(4）不動産賃貸事業

　重要な変更はありません。

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成21年３月31日現在

従業員数（人） 179 (504)

　（注）  従業員数は就業人員であり、（　）内は、外書きでパート・アルバイト（１日８時間換算）の当第３四半期連結

会計期間の平均雇用人員を記載しております。

(2）提出会社の状況

　 平成21年３月31日現在

従業員数（人） 179 (496)

　（注）　従業員数は就業人員であり、（　）内は、外書きでパート・アルバイト（１日８時間換算）の当第３四半期会計期

間の平均雇用人員を記載しております。
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第２【事業の状況】

１【仕入及び販売の状況】

(1）商品仕入実績

当第３四半期連結会計期間の事業部門別、品目別仕入実績は、次のとおりであります。

事業部門別／品目別

当第３四半期連結会計期間

　　　（自　平成21年１月１日

　　　　至　平成21年３月31日）

桃太郎事業　 （千円） 783,049

　 新品商品 （千円） 553,356

　 リサイクル品その他 （千円） 229,693

カジュアルウェア事業 （千円） －

合計 （千円） 783,049

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）販売実績

当第３四半期連結会計期間の事業部門別、品目別販売実績は、次のとおりであります。

事業部門別／品目別

当第３四半期連結会計期間

　　　（自　平成21年１月１日

　　　　至　平成21年３月31日）

自遊空間事業 （千円） 1,328,197

　 直営店売上 （千円） 1,092,739

　 加盟店等に対する売上 （千円） 235,457

桃太郎事業 （千円） 1,167,853

　 直営店売上 （千円） 1,066,681

　 加盟店等に対する売上 （千円） 101,172

カジュアルウェア事業 （千円） －

不動産賃貸事業 （千円） 98,409

合計 （千円） 2,594,460

　（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

 ２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断したも

のであります。

(1）業績の状況

　当第３四半期連結会計期間におけるわが国の経済は、サブプライムローン問題に端を発した米国の金融不安が世

界経済に波及する中、株式市場における株価の下落、急激な円高の進行、企業収益の減少、雇用情勢の悪化等により

景気の後退が顕著となり、個人消費は低調に推移いたしました。

　このような経営環境のもと、当第３四半期連結会計期間の売上高は25億94百万円、営業利益は82百万円、経常利益

は95百万円、四半期純利益は41百万円となりました。

　事業の種類別セグメントごとの状況は、次のとおりであります。

＜自遊空間事業＞

　当事業につきましては、統廃合等の組織の効率化を考慮しつつ、営業部門や管理体制の強化及び経費の削減に注力

した結果、販売費及び一般管理費は減少し、経費の削減計画は好調に推移いたしました。

　以上の結果、当事業全体の売上高は13億28百万円、営業利益は１億58百万円となりました。また、当第３四半期連結

会計期間末時点では174店舗（直営店舗41、FC加盟店舗133）となりました。

＜桃太郎事業＞

　当事業につきましては、利益率の向上を目的とした中古商材の拡充に注力し、中古商材の買取強化キャンペーン等

の実施や取扱商材の新規開拓に努める一方、取扱商材の価格を競争力のある価格に適時設定するための体制構築の

一環として営業所の統合を行いました。

　以上の結果、当事業全体の売上高は11億67百万円、営業利益は13百万円となりました。

＜カジュアルウェア事業＞

　当事業につきましては、平成20年８月末に廃止いたしました。

　以上の結果、当事業におきましては売上および利益は発生しておりません。

＜不動産賃貸事業＞

　当事業につきましては、カジュアルウェア事業の廃止に伴う店舗閉鎖物件等を当事業の賃貸物件に切り替えたこ

とにより、賃貸物件数が増加いたしました。

　以上の結果、当事業全体の売上高は98百万円、営業利益は33百万円となりました。

(2）財政状態の分析

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は、61億61百万円となりました。その主な要因は、現金及び預金は増加した

ものの、受取手形及び売掛金、たな卸資産、有形固定資産が減少したことによるものであります。

　負債合計につきましては、48億58百万円となり、その主な要因は、短期借入金は増加したものの、１年以内返済予定

の長期借入金、引当金及び長期借入金が減少したことによるものであります。

　また純資産につきましては、13億２百万円となり、自己資本比率は21.1％となりました。
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(3）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、第２四半期連結会計期

間末より２億85百万円減少し、３億74百万円となりました。

　当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は１億47百万円となりました。主なプラス要因は、減価償却費１億50百万円、税金等

調整前四半期純利益79百万円等であり、主なマイナス要因は、仕入債務の減少額１億93百万円等であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は45百万円となりました。これは主に、有形固定資産の売却による収入及び敷金の回

収による収入等により資金が増加した一方、定期預金の預入による支出及び有形固定資産の取得による支出等によ

り資金が減少したことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は３億86百万円となりました。これは主に、短期借入金が増加した一方で、長期借入

金および社債が減少したことによるものであります。

(4）事実上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において実施中又は計画中であった重要な設備の

新設及び除却等の計画について、重要な変更はありません。

　また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の除却計画は次のとおりであります。

会社名
事業所名

(主な所在地)

事業の種類別

セグメントの

名称

設備の内容

(変更事由)
帳簿価額(千円)

除却等の

予定年月

減少能力

(営業面積㎡)

提出会社 
自遊空間直営店

(国内１店舗)
自遊空間事業 

店舗設備

（閉鎖）
472 平成21年９月 517.06

　（注）金額には消費税等を含めておりません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 63,600

計 63,600

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年５月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 19,059 19,059 ジャスダック証券取引所 －

計 19,059 19,059 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年１月１日～

平成21年３月31日  　

　

－ 19,059 － 753,814 － 792,059

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成20年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

　 平成20年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
(自己保有株式)

－ －
普通株式    303

完全議決権株式（その他） 普通株式 18,756 18,756 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 19,059 － －

総株主の議決権 － 18,756 －

②【自己株式等】

　 平成20年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

(自己保有株式)

　株式会社ランシステム

埼玉県狭山市狭山台

４丁目27番地の38
303 － 303 1.59

計 － 303 － 303 1.59

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
７月

８月 ９月 10月 11月 12月 平成21年
１月

２月 ３月

最高（円） 44,500 37,550 30,000 27,600 30,600 29,400 37,300 37,000 37,000

最低（円） 37,200 31,000 22,000 12,730 26,000 22,500 28,700 29,200 31,900

　（注）最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

(1）退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

取締役 　－ 今西浩之 平成21年４月30日
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」

（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則

に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成21年１月１日から平

成21年３月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年７月１日から平成21年３月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、アスカ監査法人による四半期レビューを受けております。

EDINET提出書類

株式会社ランシステム(E03434)

四半期報告書

10/23



１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 926,586 861,472

受取手形及び売掛金 162,582 228,087

たな卸資産 ※1
 611,394

※1
 657,380

繰延税金資産 24,245 24,245

その他 193,249 283,270

貸倒引当金 △1,102 △2,693

流動資産合計 1,916,954 2,051,763

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,019,490 1,194,239

車両運搬具（純額） 547 997

工具、器具及び備品（純額） 539,846 653,590

土地 1,049,777 1,178,816

建設仮勘定 1,760 －

有形固定資産合計 ※2
 2,611,422

※2
 3,027,644

無形固定資産

のれん 51,945 67,481

その他 51,763 56,655

無形固定資産合計 103,708 124,137

投資その他の資産

敷金 865,751 906,797

その他 730,971 711,376

貸倒引当金 △67,627 △57,152

投資その他の資産合計 1,529,095 1,561,022

固定資産合計 4,244,227 4,712,803

資産合計 6,161,182 6,764,566
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 268,002 378,388

短期借入金 936,668 650,000

1年内返済予定の長期借入金 761,228 1,062,896

1年内償還予定の社債 500,000 200,000

未払法人税等 127,590 12,234

引当金 74,806 187,572

その他 396,771 466,374

流動負債合計 3,065,066 2,957,465

固定負債

社債 － 500,000

長期借入金 1,409,062 2,061,279

その他 384,825 336,231

固定負債合計 1,793,887 2,897,510

負債合計 4,858,954 5,854,976

純資産の部

株主資本

資本金 753,814 753,814

資本剰余金 792,059 792,059

利益剰余金 △219,676 △612,314

自己株式 △23,969 △23,969

株主資本合計 1,302,228 909,590

純資産合計 1,302,228 909,590

負債純資産合計 6,161,182 6,764,566
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成21年３月31日)

売上高 8,355,671

売上原価 6,476,567

売上総利益 1,879,103

販売費及び一般管理費 ※1
 1,460,778

営業利益 418,325

営業外収益

受取利息 5,174

賃貸用固定資産収入 10,324

販売手数料収入 100,132

その他 15,637

営業外収益合計 131,268

営業外費用

支払利息 63,044

賃貸用固定資産原価 7,980

その他 2,263

営業外費用合計 73,288

経常利益 476,304

特別利益

固定資産売却益 63,747

敷金返還益 6,562

役員退職慰労金返還益 35,100

過年度仕入割戻 34,067

その他 16,204

特別利益合計 155,681

特別損失

前期損益修正損 ※2
 13,345

固定資産売却損 2,891

固定資産除却損 13,217

店舗閉鎖損失 8,134

たな卸資産評価損 64,765

本社移転費用 3,980

特別損失合計 106,334

税金等調整前四半期純利益 525,651

法人税、住民税及び事業税 123,698

法人税等追徴税額 9,315

法人税等合計 133,014

四半期純利益 392,637
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年３月31日)

売上高 2,594,460

売上原価 2,049,526

売上総利益 544,934

販売費及び一般管理費 ※1
 462,351

営業利益 82,583

営業外収益

受取利息 1,884

賃貸用固定資産収入 2,190

販売手数料収入 31,736

その他 393

営業外収益合計 36,204

営業外費用

支払利息 20,007

賃貸用固定資産原価 1,495

その他 1,287

営業外費用合計 22,790

経常利益 95,997

特別利益

固定資産売却益 616

その他 66

特別利益合計 682

特別損失

前期損益修正損 ※2
 13,345

固定資産売却損 126

固定資産除却損 4,092

特別損失合計 17,564

税金等調整前四半期純利益 79,115

法人税、住民税及び事業税 36,690

法人税等追徴税額 742

法人税等合計 37,433

四半期純利益 41,682

EDINET提出書類

株式会社ランシステム(E03434)

四半期報告書

14/23



（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成21年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 525,651

減価償却費 421,534

のれん償却額 15,535

賞与引当金の増減額（△は減少） 36,600

貸倒引当金の増減額（△は減少） 8,884

店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） △149,365

長期貸付金等の地代家賃相殺額 20,152

受取利息及び受取配当金 △5,174

支払利息 63,044

固定資産売却損益（△は益） △60,855

固定資産除却損 13,217

店舗閉鎖損失 8,134

売上債権の増減額（△は増加） 26,921

たな卸資産の増減額（△は増加） 45,986

仕入債務の増減額（△は減少） △110,386

その他 12,328

小計 872,210

利息及び配当金の受取額 1,880

利息の支払額 △65,541

法人税等の支払額 △11,340

法人税等の還付額 102

営業活動によるキャッシュ・フロー 797,312

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △235,626

有形固定資産の取得による支出 △231,804

有形固定資産の売却による収入 284,962

無形固定資産の取得による支出 △200

貸付金の回収による収入 20,916

敷金の差入による支出 △785

敷金の回収による収入 38,573

店舗賃借仮勘定の増加による支出 △5,812

長期預り金の受入による収入 50,260

長期預り金の返還による支出 △20,000

その他 △387

投資活動によるキャッシュ・フロー △99,904

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 1,500,000

短期借入金の返済による支出 △1,213,332

長期借入れによる収入 100,000

長期借入金の返済による支出 △1,053,885

社債の償還による支出 △200,000

配当金の支払額 △856

財務活動によるキャッシュ・フロー △868,073

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △170,665

現金及び現金同等物の期首残高 544,960

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 374,295
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

　当社グループは、前連結会計年度において、1,429,422千円

の当期純損失を計上した結果、前連結会計年度末における

利益剰余金は△612,314千円となり、これにより継続企業の

前提に関する重要な疑義が存在しております。

　当第３四半期連結会計期間において、業績は順調に回復

し、営業利益82,583千円及び四半期純利益41,682千円を計上

しております。しかしながら本格的な業績の回復を確認で

きるまでには至っていないため、継続企業の前提に関する

重要な疑義を完全に解消するまでには至っておりません。

　当社グループでは、「中期経営計画」を当連結会計年度よ

り実施いたしております。

　「中期経営計画」の骨子は、以下のとおりであります。

　①統廃合等組織の見直しによる組織の効率化を進めると

共に、人員のリストラを実施し人件費の削減を行います。

　不採算店舗の閉鎖や人件費削減を通じて組織の効率化に

努めてまいります。

　②コンプライアンス体制を拡充・強化し、不正取引などの

発生を抑止いたします。

 コンプライアンス委員会の設置や社内規程の再整備を通

じてコンプライアンス体制の強化に努めてまいります。

　③キャッシュ・フローを意識した業務改善により営業

キャッシュ・フローを好転させ、有利子負債の削減、財務体

質の健全化を推進いたします。

　以上のように、当社グループでは、引き続き「中期経営計

画」の達成に努めてまいります。

　四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成されて

おり、上記のような重要な疑義の影響を四半期連結財務諸

表には反映しておりません。

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成21年３月31日）

１．会計処理基準に関する事

項の変更

重要な資産の評価基準及び評価方法の変更　

たな卸資産　

　第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評

価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　

平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、

移動平均法による原価法（貸借対照表価額に

ついては収益性の低下に基づく簿価切下げの

方法）に変更しております。

　これにより営業利益、経常利益については影

響はありませんが、税金等調整前四半期純利益

が392,637千円減少しております。
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【簡便な会計処理】

　　　法人税等の計上基準に簡便的な方法を採用しております。

　　　その他影響額が僅少なものについても一部簡便的な方法を採用しております。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　該当事項はありません。

　　【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成21年３月31日）

　当社グループは、確定拠出年金法の施行に伴い、平成20年

10月に退職金制度の全部について確定拠出年金制度へ移行

し、「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業

会計基準適用指針第１号）を適用しております。

　なお、本移行に伴い終了した部分に係る会計基準変更時差

異2,718千円については、当第３四半期連結累計期間の販売

費及び一般管理費として一括して計上しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年３月31日）

前連結会計年度末
（平成20年６月30日）

※１　たな卸資産の内訳は、次のとおりであります。 ※１　たな卸資産の内訳は、次のとおりであります。

 （千円）

商品       498,727

製品 －　

原材料　 －　

貯蔵品　        112,667

計        611,394

 （千円）

商品 543,978

製品 1,139

原材料　 1,331　

貯蔵品　 110,932

計 657,380

※２　有形固定資産の減価償却累計額は、3,061,749千円で

あります。

※２　有形固定資産の減価償却累計額は、2,790,910千円で

あります。

（四半期連結損益計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成21年３月31日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給与手当              527,445千円

退職給付費用　       15,525　　

賞与引当金繰入額　 36,600　　

地代家賃             199,640 

貸倒引当金繰入額         11,534 

※２　前期損益修正損は、過年度敷金修正によるものであ

ります。

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給与手当               169,299千円

退職給付費用　      4,352　 

賞与引当金繰入額　 36,600　　

地代家賃          62,776　

貸倒引当金繰入額        － 

※２　前期損益修正損は、過年度敷金修正によるものであ

ります。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成21年３月31日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年3月31日現在）
 （千円）

現金及び預金勘定                926,586

預入期間が３か月を超える定期預金 　       △

62,000　

担保提供定期預金　 　       △

490,291　

現金及び現金同等物               374,295

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年３月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自平成20年７月１日　至平成21年
３月31日）
　１．発行済株式の種類及び総数

普通株式  19,059株

　

　２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 303株

　

　３．新株予約権等に関する事項

　　該当事項はありません。

　

　４．配当に関する事項

 (1)配当金支払額
　　　　　　該当事項はありません。

 (2)基準日が当連結会計年度の開始の日から当第３四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発
生日が当第３四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　　　　該当事項はありません。

　

　　５．株主資本の著しい変動に関する事項　

　　　　該当事項はありません。　
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自平成21年１月１日　至平成21年３月31日）

　
自遊空間事
業（千円）

桃太郎事業
（千円）

カジュアル
ウェア事業
（千円）

不動産賃貸
事業
（千円）

計（千円）
消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高        

(1）外部顧客に対する

売上高
1,328,197 1,167,853 － 98,409 2,594,460 － 2,594,460

(2）セグメント間の内

部売上高又は振

替高

－ － － 9,660 9,660 (9,660) －

計 1,328,197 1,167,853 － 108,069 2,604,120 (9,660) 2,594,460

営業利益又は営業損失

（△）
158,029 13,461 － 33,003 204,494 (121,911)　 82,583

当第３四半期連結累計期間（自平成20年７月１日　至平成21年３月31日）

　
自遊空間事
業（千円）

桃太郎事業
（千円）

カジュアル
ウェア事業
（千円）

不動産賃貸
事業
（千円）

計（千円）
消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高        

(1）外部顧客に対する

売上高
4,085,175 3,676,206 319,044 275,244 8,355,671 － 8,355,671

(2）セグメント間の内

部売上高又は振

替高

281 － － 28,980 29,261 (29,261) －

計 4,085,457 3,676,206 319,044 304,224 8,384,932 (29,261) 8,355,671

営業利益 439,905 71,974 214,407 99,693 825,980 (407,655) 418,325

　（注）１．事業区分の方法

　　　　　　事業内容により区分しております。

２．各事業区分の事業内容

事業区分 事業内容

　自遊空間事業 
「スペースクリエイト自遊空間」を直営及びフランチャイ　

ズにより展開

　桃太郎事業 　
 テレビゲームショップ「桃太郎」を直営及びフランチャイ

ズにより展開

　カジュアルウェア事業 
 カジュアルウェア販売店「マルカワ」及び「コレクト」を

直営により展開

　不動産賃貸事業  不動産賃貸及び管理

　

【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自平成21年１月１日　至平成21年３月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成20年７月１日　至平成21年３月31日）

　      本邦以外の国、または地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

【海外売上高】

　　　当第３四半期連結会計期間（自平成21年１月１日　至平成21年３月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自平

成20年７月１日　至平成21年３月31日）

　　　海外売上高がないため該当事項はありません。 
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（有価証券関係）

　当第３四半期連結会計期間末（平成21年３月31日）

　　　該当事項はありません。 

（デリバティブ取引関係）

　当第３四半期連結会計期間末（平成21年３月31日）

　　　該当事項はありません。 

（ストック・オプション等関係）

　当第３四半期連結会計期間（自平成21年１月１日　至平成21年３月31日）

　　　該当事項はありません。 

（企業結合等関係）

　当第３四半期連結会計期間（自平成21年１月１日　至平成21年３月31日）

　　　該当事項はありません。 

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年３月31日）

前連結会計年度末
（平成20年６月30日）

１株当たり純資産額 69,429.95円 １株当たり純資産額 48,495.98円

２．１株当たり四半期純利益金額

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成21年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

１株当たり四半期純利益金額 20,993.97円

　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 2,222.33円

　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成21年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（千円） 392,637 41,682

普通株主に帰属しない金額（千円） 　－ －　

普通株式に係る四半期純利益（千円） 392,637 41,682

期中平均株式数（株） 18,756 18,756

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

（リース取引関係）

　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年５月14日

株式会社ランシステム

取締役会　御中

アスカ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 田中　大丸　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 法木　右近　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ランシステ

ムの平成20年７月１日から平成21年６月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年１月１日から平成

21年３月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年７月１日から平成21年３月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ランシステム及び連結子会社の平成21年３月31日現在の財政状

態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

追記情報　

　継続企業の前提に関する注記に記載されているとおり、会社は前連結会計年度において当期純損失を計上し、当第３四半

期連結会計期間においても本格的な業績の回復を確認できるまでには至っていないため、継続企業の前提に関する重要な

疑義が存在している。当該状況に対する経営者の対応等は当該注記に記載されている。四半期連結財務諸表は継続企業を前

提として作成されており、このような重要な疑義の影響を四半期連結財務h諸表には反映していない。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。 

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。 
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